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令和５年６月２６日 

各報道機関文教担当記者 殿

他人を記憶する脳が作られる仕組みを発見！ 

金沢大学医薬保健研究域医学系神経解剖学の服部剛志准教授，堀修教授，子どものこ

ころの発達研究センターのスタニスラフ シェレパノフ 博士，東田陽博 金沢大学名誉

教授らの共同研究グループは，他人を記憶する脳がどのように発達するのかを明らかに

しました。

ヒトを含めた社会を形成する動物は，集団内の他個体を記憶（社会性記憶）し，それ

ぞれの相手に対して適切に振る舞うことで適応的な社会を形成しています。自閉スペク

トラム症などの脳の発達障害においては，この社会性記憶の神経回路に異常があると考

えられています。最近，この社会性記憶を担う脳の場所や神経回路の種類など，その神

経メカニズムが明らかになりつつあります。しかしながら，そのような社会性記憶を担

う神経回路が脳の発達の過程でどのように作られるのかについての詳細は，分かってい

ませんでした。

今回，本研究グループは幼少期のグリア細胞（※1）が他人を記憶する脳の形成に重要

であることを明らかにしました。本研究をさらに発展させることにより，社会性を担う

脳の仕組みが明らかになるだけでなく，自閉スペクトラム症（※2）などの社会性障害が

見られる脳神経疾患の原因究明につながることが期待されます。 

本研究成果は，2023 年 6 月 26 日 19 時（日本時間）に国際学術誌『The EMBO Journal』

のオンライン版に掲載される予定です。
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【研究の背景】

社会性は，ヒトをはじめとする社会を形成する動物において，他の個体と関わる活

動であり，生存，健康，生殖に欠かせません。その社会性において，動物は他個体を

記憶し，それぞれの相手に対して適切に振る舞うことで適応的な社会を形成していま

す。ヒトや動物は過去の他個体についての記憶を思い出し，適切な社会的行動を行

い，新たな個体との出会いにより，さらに記憶をアップデートしていく必要がありま

す。この他個体に対する記憶を社会性記憶と呼びます。自閉スペクトラム症などの精

神疾患においては，この社会性記憶に問題があると考えられています。最近，脳の中

でも海馬や大脳皮質といわれる場所が，この社会性記憶にとって重要な部位であるこ

とが分かってきました。これらの場所に，社会性記憶にとって重要な神経回路が存在

し，脳の他の部位と連携しながらその機能を果たしていると考えられています。しか

しながら，このような社会性記憶をつかさどる脳の神経回路が，発達の過程でどのよ

うに作られるのかについては，あまり研究が進んでいませんでした。

一方，グリア細胞の一種であるアストロサイト（※3）は，神経細胞への栄養の供

給，神経回路の形成，脳内の炎症の制御など多様な機能を持ち，最近では，認知機能

や情動にも関係するなど，重要な脳機能に関連することが分かってきています。今

回，本研究グループは，マウスの脳においてアストロサイトのみの遺伝子操作を行

い，そのマウスの社会性行動や神経回路を評価することにより，アストロサイトと社

会性との関連を明らかにできるのではないかと考えました。

【研究成果の概要】

今回，研究グループは，発達期のアストロサイトにある CD38（※4）という分子が，

社会性記憶を担う神経回路の形成を制御する仕組みを明らかにしました。具体的には以

下の点を明らかにしました。 

1） 生後のアストロサイトが社会性記憶を制御していることが分かりました。

生後のアストロサイトの CD38 遺伝子を欠損させたマウスが，大人になった時の

社会性行動を調べました。その結果，他のマウスへの興味は正常なのですが，他の

マウスを記憶する能力に異常があることが分かりました。一方，大人のマウスのア

ストロサイトにおいて CD38 を欠損させても，他のマウスを記憶する能力は正常で

した。この結果より，発達期のアストロサイトにある CD38 という遺伝子が社会性

記憶に重要であることが分かりました。

2） 生後のアストロサイトが社会性記憶の神経回路を形成していることが分かりま

した。 

上記と同様に，生後のアストロサイトの CD38 遺伝子を欠損させたマウスにおい

て，社会性記憶にとって重要な脳の場所である大脳皮質と海馬の神経細胞を観察

しました。その結果，神経細胞同士の結合（シナプス）の数が減少していることが

分かりました。この結果より，発達期のアストロサイトにある CD38 が，社会性記

憶の神経回路の形成に関与している可能性を見出だしました。 
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3） アストロサイトが神経回路の形成を制御するメカニズムが分かりました。

アストロサイトがどのようにして社会性記憶の神経回路を制御しているかを調

べるために，CD38 遺伝子を持つアストロサイトと持たないアストロサイト，それ

ぞれの細胞から放出される分子の解析を行いました。その結果，CD38 遺伝子を持

たないアストロサイトでは，シナプスの形成を促す物質である SPARCL1（※5）の

放出が減少していることを見出しました。つまり，アストロサイトはその細胞から

SPARCL1 を神経細胞に与えることにより，シナプス形成を促し，社会性記憶の神

経回路が作られることが分かりました。

【今後の展開】

今回，本研究グループはアストロサイトの遺伝子だけを操作することにより，アス

トロサイトが，社会性記憶をつかさどる脳の形成に重要であることを明らかにしまし

た。これまでは，社会性における神経細胞の役割については，研究が多く行われてき

ましたが，アストロサイトをはじめとするグリア細胞の役割についての研究は少な

く，本研究は世界に先駆けた研究成果です。今後は，社会性や高次機能におけるグリ

ア細胞の役割は，非常に注目されている研究領域となると考えられます。

また，アストロサイトは自閉スペクトラム症などの発達障害，アルツハイマー病な

どの神経変性疾患に関与することが知られています。本研究を発展させることによ

り，自閉症などの脳神経疾患の原因解明や治療法の開発につながることが期待されま

す。

本研究成果は，文部科学省研究費補助金，金沢大学超然プロジェクト，金沢大学魁

プロジェクト 2018 の支援を受けて実施されました。 
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図１ 本研究の内容：アストロサイトが社会性記憶の神経回路形成に重要な役割を果た

します。 

①CD38 はアストロサイトに多く存在し，②CD38 はアストロサイトからの SPARCL1 の

放出を促進します。③SPARCL1 により神経細胞同士の結合（シナプス）の形成が促進さ

れ，その結果，④社会性記憶の神経回路が形成され，⑤大人のマウスは他の個体を記憶

することができるようになります。 
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【掲載論文】 

雑誌名：The EMBO Journal 

 

論文名：Postnatal expression of CD38 in astrocytes regulates synapse formation and adult social 

memory 

（生後のアストロサイトに発現する CD38 はシナプス形成と社会性記憶を制御する） 

 

著者名：Tsuyoshi Hattori, Stanislav M Cherepanov, Ryo Sakaga, Jureepon Roboon, Dinh Thi 

Nguyen, Hiroshi Ishii, Mika Takarada-Iemata, Takumi Nishiuchi, Takayuki Kannon, Kazuyoshi 

Hosomichi, Atsushi Tajima, Yasuhiko Yamamoto, Hiroshi Okamoto, Akira Sugawara, Haruhiro 

Higashida, Osamu Hori 

（服部 剛志、スタニスラフ シェレパノフ、坂賀 綾、ローブン ジュリーポン、ヌェン 

ティ ディン、石井 宏史、宝田 美佳、西内 巧、観音 隆幸、細道 一善、前島 隆司、田

嶋 敦、山本 靖彦、岡本 宏、菅原 明、東田 陽博、堀 修 ） 

 

掲載日時：2023 年 6 月 26 日 19 時（日本時間）にオンライン版に掲載 

 

DOI：10.15252/embj.2022111247 

 

【用語解説】 

※1 グリア細胞 

 脳に存在する細胞で，3 種類（アストロサイト，ミクログリア，オリゴデンドロサイ

ト）に分類される。 

※2 自閉スペクトラム症 

 自閉症を含む，コミュニケーションの障害，限定された興味などを特徴とする脳の発

達障害の一つ。多くの遺伝的要因が関与しており，その数は人口の１％以上に及ぶと言

われている。 

※3 アストロサイト 

 グリア細胞の一種。他の細胞と連絡することにより，神経細胞への栄養供給，脳内の

環境維持，神経伝達の制御，神経炎症の制御などの役割を持つ。 

※4 CD38 

 神経細胞からのオキシトシンの分泌を調節し，社会性に関係する分子。脳の発達期に

おいてはアストロサイトに最も多く存在し，アストロサイトの発達や活性化を調節する。 

※5 SPARCL1 

 アストロサイトで産生され，細胞から放出された SPARCL1 は神経細胞に作用し，シ

ナプスの形成を促進する。 

 

-------------------------------------- 
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【本件に関するお問い合わせ先】 

■研究内容に関すること 

金沢大学医薬保健研究域医学系 

准教授 服部 剛志（はっとり つよし） 

TEL：076-265-2162 

E-mail：thattori@staff.kanazawa-u.ac.jp 

 

■広報担当 

金沢大学医薬保健系事務部総務課総務係 

藤橋 真紀（ふじはし まき） 

TEL：076-265-2109 

E-mail：t-isomu@adm.kanazawa-u.ac.jp 

 

 


